
風
信

　
寛
政
九
年（
一
七
九
七
）京
都
の
医
師
・
蘭
学
者
廣
川
獬
が
著し
る

し
た『
長
崎
聞
見
録
』

に「
唐と
う

菜な

は
長
崎
に
多
く
あ
り
、
他
国
に
移
種
す
る
に
一
年
は
生
ず
る
も
次
年
は
変

じ
て
物
に
な
ら
な
い
。
く
き
に
漬
け（
漬
物
）味
い
美
な
る
も
の
な
り
、
漢
名
菘ス
ン

」と

あ
る
。

　
唐と
う

菜な

は
、
中
国
山
東
省
が
原
産
地
で
、
海
を
渡
り
長
崎
に
定
着
し
た
。
初
め
は
山さ
ん

東と
う

菜な

と
呼
ば
れ
て
い
た
が
時
代
を
経
て「
し
ろ
菜な

・
唐と
う

人じ
ん

菜な

」と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
長
崎
で
は
初
め
田
手
原
や
西
山
木
場
地
区
で
栽
培
さ
れ
、
最
初
は
漬
物
と

し
て
多
く
使
用
さ
れ
、
そ
の
独
特
な
風
味
が
好
ま
れ
、
家
庭
で
も
嗜
好
品
と
し
て
多

く
漬
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
全
国
で
も
有
名
な「
長
崎
雑
煮
」は
、
菜な

・
鰤ぶ
り

・
餅も
ち

を
基
本
と
す
る
が
、
そ
の

菜
は
勿
論
唐
人
菜
で
雑
煮
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
今
で
も
多
く
の
料
理
専
門

文
献
に
残
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
其
の
後
長
与
で
辻
田
白は
く

菜さ
い

が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
れ
を
基

に
進
化
し
た
白は
く

菜さ
い

が
全
国
で
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に
押
さ

れ
、
戦
後
唐
人
菜
は
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
。

　
京
都
に
千
枚
漬
、
鹿
児
島
に
つ
ぼ
漬
、
広
島
に
広
島
菜
、
信
州
に
野
沢
菜
と
あ
る

の
に
長
崎
に
は
何
も
無
い
。
そ
こ
で「
唐
人
菜
で
長
崎
特
産
の
漬
物
を
造
ろ
う
!!
」と

私
が
決
意
し
た
の
は
昭
和
三
十
八
年（
一
九
六
三
）で
あ
っ
た
。
勿
論
無
理
難
題
も
多

か
っ
た
が
専
業
農
家

を
説
得
し
、
先
づ
唐

人
菜
の
種
子
づ
く
り

に
成
功
し
た
。

　
昭
和
四
十
五
年

（
一
九
七
〇
）に
長な
が

崎さ
き

唐と
う

人じ
ん

菜な

、
昭
和
五
十

一
年（
一
九
七
六
）に
は
ぶ
ら
ぶ
ら
漬
・〝
う
ま
か
ば
い
〟の
商
標
登
録
を
取
得
し
、
特

許
庁
の
ブ
ラ
ン
ド
商
品
と
な
り
、
全
国
の
百
貨
店
・
漬
物
の
同
業
者
・
ス
ー
パ
ー
な

ど
か
ら
少
し
づ
ゝ
引
合
・
注
文
が
増ふ

え
て
き
た
。

　
そ
こ
で
私
は
、
こ
の
侭
で
は
長
崎
市
内
の
畑
だ
け
で
の
栽
培
で
は
間
に
合
わ
な
く

な
る
と
予
見
し
、
廣
川
獬
先
生
の
古
文
書
に
敢あ

え
て
逆
ら
い
、
産
地
を
大
村
市
や
雲

仙
市
諏
訪
池
・
南
島
原
市
北
有
馬
の
農
産
地
に
求
め
、
産
地
工
場
を
各
地
に
造
っ
て
、

効
率
化
し
た
。
但
し
種
子
づ
く
り
は
、
飽
く
迄
も
長
崎
市
に
拘こ
だ
わ

っ
た
。

　
宮
田
修
二
で
取
得
し
た
商
標
登
録
は
、
長
男
が
運
営
す
る「
株
式
会
社
ミ
ヤ
タ
」に

引
継
ぎ
、
現
在
も
大
村
市
の
本
社
工
場
か
ら
全
国
販
売
を
続
け
て
い
る
。
現
在
、
栽

培
農
家
と
一
体
と
な
り
、
原
料
を
確
保
し
、
研
究
・
開
発
・
努
力
で
消
費
者
の
意
向

を
読
取
り
、
訴
求
力
あ
る
商
品
も
で
き
、
販
路
も
拡
大
し
て
い
る
。

　
漬
物
に
、
雑
煮
に
と
二
百
年
余
も
長
崎
人
に
親
し
ま
れ
て
来
た
唐
人
菜
で
あ
る
が
、

今
現
実
に
忘
れ
か
け
ら
れ
て
い
る
。
一
部
の
地
区
・
人
に
よ
っ
て
の
み
細
々
と
栽
培

さ
れ
て
は
い
る
が
、
年
末
正
月
雑
煮
用
と
し
て
は
、
福
岡
産
の「
か
つ
お
菜
」が
代
替

品
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。
現
在
の
白は
く

菜さ
い

は
白
色
で
あ
る
が
唐と
う

人じ
ん

菜な

は
生
ま
れ
つ
き
黄
色
で
あ
る
。
霜し
も

を
受
け
て
芯
が
真ま

っ
黄
色
に
な
れ
ば
、
唐
人
菜
独

特
の
味
・
風ふ
う

味み

が
出
て
く
る
。
し
か
し
、
栽
培
に
は
厳
し
い
条
件
が
あ
る
。

　
原
産
地
の
中
国
山
東
省
は
北
緯
三
十
六
度
の
寒
冷
地
で
あ
り
、
し
か
も
春
夏
秋
に

は
で
き
な
い
、
冬
だ
け
の
年
一
毛
作
の
野
菜
で
あ
る
。
霜
が
降
り
る
、
二
百
米
メ
ー
ト
ル

以

上
の
高
冷
地
が
適
地
で
あ
る
。
こ
の
条
件
を
克
服
し
現
在
も
唐
人
菜
の
歴
史
・
食
文

化
・
伝
統
を
守
り
栽
培
を
続
け
て
い
る
長
崎
の
農
家
に
は
頭
が
下
る
思
い
で
あ
る
。

胸
を
張
っ
て
、
信
念
を
持
っ
て
若
者
に
語
り
伝
え
て
欲
し
い
。

　
技
術
立
国
の
日
本
で
は
あ
る
が
、
自
然
に
は
勝
て
な
い
。
し
か
し
人
間
の
知
恵
は

無
限
で
あ
る
と
思
う
。
信
念
を
持
っ
て
取
組
め
ば
、
地
産
地
消
・
T
P
P
・
食
料
自

給
率
向
上
・
農
林
漁
業
者
の
高
齢
化
・
後
継
者
不
足
等
の
諸
問
題
は
、
若
者
の
知
恵
・

新
感
覚
・
技
術
に
よ
っ
て
第
六
次
産
業
に
ま
で
推
進
で
き
れ
ば
解
決
で
き
る
と
思
う

の
だ
が
‥
‥
。

「
長
崎
雑ぞ
う

煮に

」に
つ
い
て

　
前
述
の
と
お
り
長
崎
雑
煮
の
基
本
は
、
菜な

・
鰤ぶ
り

・
餅も
ち

で
あ
る
。
菜
は
勿
論
唐
人
菜

で
あ
れ
ば
、
餅
に
く
っ
つ
か
な
い
、
炊た

い
て
も
流
れ
な
い
、
歯
切
れ
が
良
い
な
ど
の

利
点
の
他
に
、
椀
の
底
に
唐
人
菜
を
敷
い
て
具
を
の
せ
、
更
に
菜
を
上
に
の
せ
る
。

そ
こ
に
は
菜（
名
）を
上
げ
て
菜（
名
）を
残
す
の
名
句
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
唐
人
菜

に
は
其
の
風
味
を
出
す
素も
と

と
な
る
灰ア

汁ク

が
あ
る
の
で
最
初
に
湯
通
し
を
し
て
用
い
る

と
よ
い
。

　
鰤ぶ
り

は
前
夜
薄
塩
を
し
て
置
く
。
餅
は
丸
餅
を
焼
い
て
用
い
る
。
い
づ
れ
も
長
崎
雑

煮
の
清
汁
と
関
係
し
て
お
り
、
濁に
ご

ら
な
い
た
め
の
工
夫
で
あ
る
。

　
清
汁
は
か
つ
お
と
昆
布
が
基
本
で
あ
る
が
、
最
近
は
生
月
島
や
五
島
産
の
あ（
飛
魚
）ご
だ

し
が
流
行
し
て
い
る
。
然
し
こ
れ
で
は
長
崎
雑
煮
の
風
味
の
四
本
柱（
か
つ
お
・
昆
布
・

椎
茸
・
貝
類
）か
ら
外
れ
て
し
ま
う
。

　
具ぐ

は
、
基
本
三
品
の
他
に
各
家
庭
の
好
み
に
よ
っ
て
五
・
七
・
九
‥
‥
十
三
と
奇

数
の
具
を
用
い
る
。

　
例
え
ば
、
慈く
わ
い姑
、
結
び
昆
布
、
椎
茸
、
蒲
鉾（
紅
・
緑
・
巻
昆
布
の
は
ん
ぺ
ん
）、

伊
達
巻
、
里
芋
、
竹
の
子
、
鶏
肉
、
人
参
、
ご
ぼ
う
、
俵と
う

子ら
ご

、
煎
海
鼠（
い
り
こ
・

な
ま
こ
を
干
し
た
も
の
で
、
俵
物
の
一
つ
）な
ど
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
綺
麗
で
豪
華
な
雑
煮
で
新
年
を
迎
え
、
清す
が

々す
が

し
い
気
持
で
一
年
を
過

そ
う
と
言
う
長
崎
人
気
風
の
表
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

　
江
戸
幕
府
直
轄
保
護
の
下も
と

、
唐
蘭
貿
易
で
栄
え
た
長
崎
で
あ
る
。
他
に
も
特
産
の

伝
統
野
菜
が
あ
る
。「
片
渕
赤
か
ぶ
」は
福
田
家
か
ら
始
ま
り
今
も
杉
本
家
が
栽
培
を

続
け
て
い
る
。
片
渕
赤
か
ぶ
は
根
ま
で
真
赤
で
、
絹
肌
の
よ
う
な
キ
メ
細
や
か
な
感

触
は
、
北
海
道
、
飛
騨
、
島
根
、
松
山
の
赤
か
ぶ
と
比
較
し
て
も
抜
群
で
あ
る
。
ト

マ
ト
は
現
在
で
は
一
般
化
し
て
特
産
と
は
言
え
な
い
が
、
元
は
と
言
え
ば
幕
末
の
こ

ろ
長
崎
に
入
港
し
て
来
た
外
国
船
の
要
望
で
西
坂
地
区
で
栽
培
し
、〝
西
洋
な
す
び
〟

と
呼
ば
れ
た
の
が
ト
マ
ト
の
原
種
と
言
う
。
超
小
玉
の
ト
マ
ト
の
大
木
が
南
山
手

ウ
ォ
ー
カ
ー
邸
に
あ
っ
た
。

　
長
崎
唐
人
菜
を
始
め
長
崎
特
産
の
伝
統
野
菜
を
育
て
伝
え
て
、
長
崎
の
名
物
と
し

て
歴
史
・
文
化
・
伝
統
を
守
る
こ
と
で
、
長
崎
文
化
の
復
活
・
活
性
化
を
願
う
の
は

私
一
人
の
願
い
だ
ろ
う
か
。�

（
長
崎
歴
史
文
化
協
会
　
古
文
書
会
）

三
八
〇
号
　
平
成
二
十
六
年
三
月
十
日

伝
統
野
菜
　
長
崎
唐
人
菜

○
旧
正
月
十
五
日（
二
月
十
四
日
）は
蕗ふ
き

の
薹と
う

が
雪
の
下
か
ら
芽
ば
え
る
復
活
の
日
で
あ
る

と
言
う
。
毎
年
こ
の
日
が
く
る
と
、雪
ふ
か
い
三
ツ
山
純
心
大
学
の
St.
新
谷
先
生
よ
り
、

雪
の
下
に
芽
ば
え
た
小
さ
な
薹
を
送
っ
て
下
さ
る
。一
同
有
難
く
拝
受
い
た
し
ま
し
た
。

○
次
い
で
、三
月
と
言
え
ば
三
月
三
日
の
桃
の
節
句
に
始
ま
る
。長
崎
出
来
大
工
町
に
は
僧
卜

意
が
延
宝
七
年（
一
六
七
九
）に
架
し
た
石
橋
・
桃
溪
橋（
市
文
化
財
）が
あ
る
。昔
こ
の
辺
り

は
桃
の
名
所
で
あ
り
橋
名
の
由
来
と
な
り
、橋
側
に
は
卜
意
地
藏
も
祀
ら
れ
て
い
た
が
、今

は
唐
船
の
航
海
安
全
を
祈
っ
て
造
ら
れ
た
大
き
な
石
灯
篭
と
不
動
堂
が
残
っ
て
い
る
。

○
三
月
三
日
で
は
、「
ま
だ
桃
は
咲
か
な
い
の
に
何
故
桃
の
節
句
と
言
う
の
で
す
か
」と
の

質
問
が
あ
っ
た
。
昔
、
中
国
に
は
旧
三
月
三
日
を「
上
巳
の
日
」と
い
う
式
典
が
あ
り
、

之
の
行
事
を
我
が
国
に
移
し
、
室
町
時
代
頃
よ
り
一
般
に
も
普
及
し「
女
の
節
句
」に

な
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。
其
の
故
に
旧
三
月
三
日
は
現
代
暦（
今
年
）で
は
四
月
二
日
、

桃
の
花
が
咲
く
頃
で
あ
り「
桃
の
節
句
」と
一
般
に
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
。

○
三
月
に
な
る
と「
春
一
番
」が
吹
き
、
長
崎
で
は
、
そ
ろ
〳
「〵
ハ
タ
あ
げ
」の
準
備
に
と

り
か
ゝ
り「
ハ
タ
よ
ま
」や「
ビ
ー
ド
ロ
」を
用
意
す
る
。
長
崎
ぶ
ら
ぶ
ら
節ふ
し

の
中
に
も
次

の
唄
が
あ
る
。

　
ハ
タ
あ
げ
す
る
な
ら
金こ
ん

�ぴ

�ら

比
羅
・
風か
さ

が
し
ら
　
帰
り
は
一
ぱ
い
機
嫌
で
ひ
ょ
う
た
ん
ぶ

う
ら
ぶ
ら
　
ブ
ラ
リ
ブ
ラ
リ
と
言
う
た
も
ん
だ
い
チ
ュ

　
戦
前
の
ハ
タ
あ
げ
は
実
に
楽
し
か
っ
た
。
下
に
赤
い
毛も
う

�せ
ん氈
を
敷
き
、
女
客
も
多
く
、

重
箱
に
は
御
馳
走
も
あ
り
、
酒
が
入
る
と
賑
か
に
騒
い
で
お
ら
れ
た
。
子
供
達
は「
根

ヨ
マ
か
す
り
」や「
ヤ
ダ
モ
ン
」を
持
っ
て
畑
の
中
を
走
り
回
っ
て
い
た
。

○
長
崎
の「
ハ
タ
あ
げ
」に
つ
い
て
は
渡
辺
庫
輔
先
生
の『
長
崎
ハ
タ
考
』（
長
崎
民
芸
双
書

刊
）を
読
ま
れ
て
お
か
れ
る
と
よ
い
。

○
三
月
よ
り
各
講
座
を
前
年
同
様
開
講
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
御
自
由
に
御
参
加
下
さ
い

（
会
費
不
用
・
資
料
代
は
各
自
）。

一
、長
崎
学
を
学
ぶ
講
座
　
毎
週
月
曜
午
前
十
時
半
よ
り
約
一
時
間
。
毎
回
の
講
師
不
同
。

（
資
料
代
二
〇
〇
円
）

一
、
古
文
書
を
読
む
会
　
毎
月
第
一
・
第
三
火
曜
の
二
回
。
午
前
十
時
半
よ
り
正
午（
宮

田
氏
、
川
原
氏
指
導
。
越
中
後
見
）

一
、
水
曜
懇
話
会
　
毎
週
水
曜
日
午
後
二
時
よ
り（
竹
之
下
、
江
口
、
山
脇
、
吉
田
、
野
口
、

吉
野
、
末
永
の
各
氏
を
中
心
に
）

一
、
食
文
化
を
考
え
る
サ
ー
ク
ル
　
毎
月
第
二
・
第
四
金

曜
の
二
回
。
午
後
二
時
よ
り（
脇
山
壽
子
氏
を
中
心
に
）

宮
田
　
修
二

（
長
崎
聞
見
録
）


